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宗
教
心
理
学
か
ら
見
た
教
化
の
一
考
察

│
慰
霊
行
動
と
そ
れ
に
関
わ
る
意
識
に
つ
い
て
│

津
　
幡
　
法
　
胤

Ⅰ
　
問
題
提
起
・
目
的

　「
日
本
人
は
無
宗
教
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
を
世
界
と
比
較
す
る
と
日
本
人
の
宗
教
性
は
非
常
に

特
徴
的
で
あ
る
。
電
通
総
研
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
〇
四
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
神
の
存
在
・
死
後
の
世
界
に
対
す
る
見
方
に

お
い
て
、
日
本
人
だ
け
が
「
存
在
す
る
」、「
存
在
し
な
い
」、「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
設
問
に
対
し
て
同
じ
程
度
の
比
率
で
あ
り
、「
わ

か
ら
な
い
」
の
比
率
が
五
十
五
ヶ
国
中
、
一
番
多
か
っ
た
。
ま
た
、
石
井
（
二
〇
一
〇
）
も
「
日
本
人
の
宗
教
の
あ
り
方
が
諸
外
国
と
比

較
し
て
述
べ
ら
れ
る
と
き
に
は
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
宗
教
意
識
は
三
十
％
と
低
い
が
、
初
詣
や
お
彼
岸
の
実
施
率
は
八
割
ほ
ど
と

高
く
、
十
分
に
宗
教
的
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
日
本
人
は
宗
教
行
動
は
よ
く
行
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ

の
宗
教
意
識
は
非
常
に
曖
昧
で
あ
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　
戦
後
す
ぐ
の
時
期
と
比
べ
る
と
現
在
の
宗
教
意
識
と
宗
教
行
動
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
石
井
（
二
〇
一
〇
）
に
よ
れ
ば
、
い
く
つ

か
の
世
論
調
査
か
ら
、「
信
仰
あ
り
」「
宗
教
は
大
切
」
と
い
う
人
の
減
少
と
高
齢
者
の
宗
教
性
の
低
下
、
宗
教
団
体
へ
の
批
判
的
態
度
の

増
加
、
個
人
的
な
宗
教
性
の
拡
大
が
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
戦
後
六
十
年
で
日
本
人
の
宗
教
意
識
は
大
き

く
変
化
し
、
現
在
も
ゆ
っ
く
り
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
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現
在
、
世
間
で
は
「
三
離
れ
（
墓
、
葬
式
、
寺
）」
や
「
墓
じ
ま
い
」
な
ど
日
本
人
の
宗
教
意
識
に
つ
い
て
大
き
く
騒
が
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
の
宗
教
意
識
や
死
生
観
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
ま
た
今
日
、
宗
門
教
師
に
お
い
て
実
践
布
教
が
叫
ば
れ
、
教
化
学
の
必
要
性

が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
教
化
の
現
場
に
於
い
て
は
、
未
だ
に
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
加
え
て
、
研
究
も
教
化
す
る
側
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
教
化
さ
れ
る
側
の
宗
教
意
識
に
関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
少
な
い
。

　
そ
こ
で
、
今
回
、
私
が
二
〇
一
二
年
度
に
執
筆
し
た
研
究
論
文
「
慰
霊
行
動
と
そ
れ
に
関
わ
る
意
識
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
と
、
近
年
実
施
さ
れ
た
世
論
調
査
を
元
に
、
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
の
変
化
を
時
代
差
、
年
代
差
、
性
差
の
比
較
を
通

し
て
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
布
教
教
化
の
有
り
様
を
考
察
す
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
慰
霊
行
動
と
は
墓
参
り
行
動
と
家
庭
祭
壇
へ
の
お
参

り
行
動
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
り
、
家
庭
祭
壇
と
は
仏
壇
や
神
棚
を
含
め
て
家
の
中
に
あ
る
弔
う
場
の
こ
と
と
定
義
す
る
。

Ⅱ
　
慰
霊
行
動
と
そ
れ
に
関
わ
る
意
識

　
こ
の
研
究
論
文
は
高
齢
者
（
一
三
七
名
）
と
大
学
生
（
一
七
一
名
）
を
対
象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。
質
問
項
目
は
六
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
構
成
さ
れ
た
。（
一
．
対
象
者
属
性
、
二
．
慰
霊
行
動
及
び
そ
の
意
識
に
つ
い
て
、
三
．
死
後
に
対
す
る
考
え
に
つ
い

て
、
四
．
葬
式
に
つ
い
て
、
五
．
自
分
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
こ
と
に
つ
い
て
、
六
．
人
生
の
満
足
度
）。
こ
こ
で
は
全
て
の
結
果
を
掲

載
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
為
、
全
体
の
結
論
だ
け
述
べ
る
。

　
慰
霊
行
動
と
意
識
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
慰
霊
行
動
と
関
連
が
見
ら
れ
た
項
目
は
高
齢
者
の
「
自
分
が
亡
く
な
っ
た
あ
と
ど
の
く
ら
い

墓
参
り
も
し
く
は
家
庭
祭
壇
の
お
参
り
に
来
て
欲
し
い
か
」
の
み
で
あ
り
、
そ
の
他
の
意
識
と
の
関
連
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

慰
霊
行
動
と
死
後
に
つ
い
て
の
考
え
は
直
接
的
に
関
係
が
な
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
ま
た
、「
墓
参
り
を
し
た
と
き
自
分
や
家
族
の
こ

と
を
報
告
す
る
」「
墓
参
り
を
し
た
と
き
必
ず
亡
く
な
っ
た
人
の
こ
と
を
想
い
浮
か
べ
る
」「
家
庭
祭
壇
に
お
参
り
す
る
（
祈
る
）
と
き
、

亡
く
な
っ
た
人
に
（
心
の
な
か
で
）
声
を
か
け
る
」「
家
庭
祭
壇
に
お
参
り
す
る
（
祈
る
）
と
、
亡
く
な
っ
た
人
が
喜
ん
で
く
れ
て
い
る

03　津幡氏.indd   25 2016/08/03   10:06



「教化学研究６」2015. 3 26

と
思
う
」
の
項
目
で
は
大
学
生
と
高
齢
者
と
も
に
七
割
〜
八
割
以
上
が
「
は
い
」
と
回
答
し
た
。
つ
ま
り
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
慰
霊
行

動
の
際
に
は
誰
か
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
な
ぜ
慰
霊
行
動
と
意
識
に
関
連
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、Jesse

（
二

〇
一
二
）
は
心
理
学
の
面
か
ら
な
ぜ
人
は
死
後
の
世
界
を
考
え
る
の
か
に
つ
い
て
「
心
の
理
論
」
で
説
明
し
て
い
る
。「
心
の
理
論
」
と

は
相
手
の
心
の
中
を
推
察
す
る
能
力
で
あ
る
。
例
え
ば
、
自
分
が
図
書
館
に
い
て
、
座
っ
て
本
を
読
ん
で
い
る
人
を
見
れ
ば
、
自
分
は

「
あ
あ
、
あ
の
人
は
本
を
読
ん
で
い
る
の
だ
な
」
と
推
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
に
三
歳
〜
五
歳
の
間
に
急
速
に
発
達
す
る

能
力
で
あ
り
、
私
た
ち
は
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
能
力
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
心
の
理
論
」
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
誰
か
が
亡
く

な
っ
た
あ
と
も
慰
霊
行
動
の
際
に
、
自
然
に
誰
か
を
思
い
浮
か
べ
て
、
自
然
に
死
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
能
力
が
日
本
人
の
高
い
実
施
率
で
あ
る
墓
参
り
行
動
を
支
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
慰
霊
行
動
と
い
う
誰
か

を
弔
う
行
動
は
人
間
の
「
本
能
的
に
近
い
行
動
」
で
あ
り
、
今
後
も
消
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
近
年
の
墓
離
れ
の

問
題
が
あ
る
よ
う
に
、
行
動
自
体
は
消
え
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に
弔
う
か
と
い
う
「
形
」
は
時
代
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
慰
霊
行
動
と
関
連
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
死
後
に
対
す
る
考
え
の
項
目
に
つ
い
て
見
て
み
る
。
尚
、
考
察
部
分
は
本
研
究
に
私
に

与
え
ら
れ
た
文
字
数
の
た
め
割
愛
す
る
。「
魂
の
有
無
」
の
項
目
の
み
年
齢
と
性
別
に
よ
る
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、「
生
ま
れ
変
わ

り
」、「
死
後
の
世
界
」「
た
た
り
」
の
項
目
に
お
い
て
、
高
齢
者
よ
り
大
学
生
の
方
が
信
じ
て
い
る
人
が
多
く
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が

信
じ
て
い
る
人
が
多
い
傾
向
だ
っ
た
。
た
だ
、「
虫
の
知
ら
せ
」
の
項
目
は
他
の
項
目
と
異
な
る
結
果
を
示
し
た
。
高
齢
者
よ
り
大
学
生

の
方
が
信
じ
て
い
る
人
が
多
く
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
信
じ
て
い
る
人
が
多
い
傾
向
は
一
緒
で
あ
る
が
、
高
齢
者
も
信
じ
て
い
る
人
が

多
い
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
死
後
に
対
す
る
考
え
は
高
齢
者
よ
り
も
若
者
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
あ
る
」
と
思
っ
て
い
る

人
が
多
く
、
年
齢
や
性
別
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
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Ⅲ
　
現
代
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
（
概
観
）

　
で
は
、
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
は
発
達
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
金
児
（
二
〇
一
一
）
は
今
か
ら
二

十
年
前
の
論
文
で
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
の
年
齢
に
よ
る
変
化
に
つ
い
て
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
慰
霊
的
行
動
（
Ex.
墓

参
り
を
し
て
い
る
）
と
自
己
修
養
的
行
動
（
Ex.
ふ
だ
ん
か
ら
礼
拝
、
お
つ
と
め
、
布
教
な
ど
宗
教
的
な
行
い
を
し
て
い
る
）
は
年
齢
が
上

が
る
に
つ
れ
て
増
え
て
い
く
が
、
現
世
利
益
的
行
動
（
Ex.
こ
の
一
〜
二
年
の
間
に
、
お
み
く
じ
を
引
い
た
り
、
易
や
占
い
を
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
る
）
は
逆
に
減
っ
て
い
き
、
五
十
歳
ご
ろ
に
な
る
と
こ
れ
ら
の
行
動
は
大
き
く
変
化
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
教
意

識
に
お
い
て
も
、
向
宗
教
性
（
Ex.
信
仰
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
生
の
目
標
が
与
え
ら
れ
る
）
と
加
護
観
念
（
Ex.
祖
先
崇
拝
は
美
し
い

風
習
で
あ
る
）
は
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
増
加
し
、
そ
れ
に
対
し
て
霊
魂
観
念
（
Ex.
死
後
の
世
界
は
あ
る
と
思
う
）
は
年
齢
が
高
く

な
る
に
つ
れ
て
減
少
し
、
こ
れ
も
五
十
歳
ご
ろ
に
な
る
と
大
き
く
変
化
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
日
本
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意

識
の
概
観
で
あ
り
、
二
十
年
近
く
た
っ
た
今
で
も
こ
の
よ
う
に
変
化
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
支
持
さ
れ
て
い
る
。

Ⅳ
　
現
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
（
年
代
差
・
性
差
）

　
さ
ら
に
、
日
本
人
の
宗
教
意
識
が
異
な
る
若
者
と
高
齢
者
並
び
に
男
性
と
女
性
で
見
て
み
る
。
若
者
の
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究

所
（
二
〇
〇
九
ａ
、
二
〇
〇
九
ｂ
）
か
ら
、「
宗
教
を
信
じ
る
」
人
や
「
宗
教
」
を
重
要
視
す
る
人
は
少
な
い
。
ま
た
、
内
閣
府
（
二
〇

一
四
）
よ
り
日
本
人
の
若
者
は
七
ヶ
国
の
中
で
宗
教
が
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
心
の
支
え
に
な
る
と
考
え
て
い
る
割
合
は
最
下
位
（
一

八
・
四
％
）
で
あ
っ
た
。
一
方
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
二
〇
〇
九
ａ
、
二
〇
〇
九
ｂ
）
や
社
会
実
情
デ
ー
タ
図
録
（
二
〇
一
五
）

か
ら
、「
あ
の
世
・
奇
跡
・
お
守
り
」「
祖
先
の
霊
的
な
力
」
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
こ
の
傾
向
は
特
に
二
十
代
か
ら
四
十
代

の
女
性
に
顕
著
で
あ
る
。
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高
齢
者
の
場
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
二
〇
〇
九
ａ
、
二
〇
〇
九
ｂ
）
か
ら
、「
宗
教
を
信
じ
る
」
人
や
「
宗
教
」
を
重
要
視

す
る
人
は
多
い
。
一
方
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
二
〇
〇
九
ａ
、
二
〇
〇
九
ｂ
）
や
社
会
実
情
デ
ー
タ
図
録
（
二
〇
一
五
）
か
ら

「
あ
の
世
・
奇
跡
・
お
守
り
」「
祖
先
の
霊
的
な
力
」
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
人
は
少
な
く
、
こ
の
傾
向
は
特
に
六
十
代
以
上
の
男
性
に
顕

著
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
若
者
は
宗
教
を
信
じ
た
り
、
重
要
視
し
て
い
な
い
の
に
「
霊
」
や
「
あ
の
世
」
と
い
っ
た
も
の
は
信
じ
て
い
る
一
方
で
、
高

齢
者
は
ふ
だ
ん
か
ら
お
参
り
は
し
て
い
る
け
れ
ど
も
「
霊
」
や
「
あ
の
世
」
と
い
っ
た
も
の
は
信
じ
て
い
な
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
ま
た
、
若
者
の
う
ち
二
十
代
〜
四
十
代
の
女
性
は
「
霊
」
や
「
あ
の
世
」
を
信
じ
る
傾
向
が
強
く
、
高
齢
者
の
う
ち
六
十
代
以
上
の

男
性
は
そ
れ
ら
を
信
じ
な
い
傾
向
が
強
い
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
先
述
し
た
修
士
論
文
の
結
果
で
も
同
じ
よ
う
な
結
果
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

日
本
人
の
宗
教
意
識
は
年
齢
や
性
別
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
わ
け
で
あ
る
。

Ⅴ
　
現
代
日
本
人
の
宗
教
意
識
（
時
代
差
）

　
今
度
は
日
本
人
の
宗
教
意
識
を
時
代
差
で
見
て
み
る
。
今
の
二
〇
一
〇
年
代
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
統
計
数
理
研
究

所
（
二
〇
一
四
）
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
二
〇
一
四
、
二
〇
〇
九
ａ
）
よ
り
、「
あ
の
世
・
来
世
」
は
「
あ
る
」
と
回
答
す
る
人

は
年
々
増
加
し
て
い
る
傾
向
で
あ
る
。
ま
た
、
藤
山
（
二
〇
一
四
）
は
宗
教
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
「
死
後
の
世
界
」
の
ト
レ
ン
ド
を

ま
と
め
る
と
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
現
在
は
「
近
し
い
死
者
が
生
き
続
け
る
死
後
の
世
界
」
と
特
徴
づ
け
て
、
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
五

年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
死
後
の
世
界
ブ
ー
ム
を
再
び
訪
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
朝
日
新
聞
全
国
世
論
調
査
詳
報
（
二
〇
一

一
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
「
死
」
と
い
う
も
の
は
家
庭
で
も
タ
ブ
ー
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
一
般
的
な
「
死
」
に
つ
い
て
話
す
こ
と

に
抵
抗
な
い
と
回
答
し
た
人
は
七
五
％
で
あ
り
、
自
分
の
理
想
的
な
死
や
具
体
的
な
死
で
な
け
れ
ば
抵
抗
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
比
べ
て
二
〇
一
〇
年
代
は
「
死
後
の
世
界
」
な
ど
の
「
見
え
な
い
世
界
」
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の
関
心
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
放
送
研
究
所
（
二
〇
〇
九
ａ
）
よ
り
、
日
本
人
の

宗
教
行
動
は
自
己
修
養
的
行
動
よ
り
も
現
世
利
益
的
行
動
を
行
う
人
が
全
体
的
に
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
で
あ
る
。

　
こ
の
傾
向
の
中
で
宗
教
は
一
般
的
に
ど
う
見
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
統
計
数
理
研
究
所
の
「
国
民
性
の
調
査
」
に
お
い
て
「
宗
教

か
科
学
か
」
で
は
「
人
間
の
救
い
に
は
科
学
の
進
歩
と
宗
教
の
力
と
が
、
た
す
け
あ
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
回
答
し
た
人
は

五
割
ほ
ど
で
一
九
五
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
い
。
ま
た
、「
科
学
が
進
歩
し
て
も
、
宗
教
の
力
で
も
、
人
間
は

救
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
回
答
し
た
人
は
八
％
（
一
九
五
三
年
）
か
ら
三
十
二
％
（
二
〇
一
三
年
）
に
増
加
し
た
。
つ
ま
り
、
こ
れ

を
見
る
と
こ
れ
は
宗
教
も
科
学
も
た
し
か
に
大
事
で
あ
る
と
考
え
る
人
も
多
い
け
れ
ど
も
、
宗
教
で
も
科
学
で
も
な
い
と
い
う
半
信
半
疑

な
状
態
で
あ
る
一
般
人
の
姿
が
見
て
取
れ
る
。
一
方
で
、
Ｗ
ｉ
│
Ｆ
ｉ
な
ど
見
え
な
い
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
「
世
の
中
に
は
見
え

な
い
け
れ
ど
も
た
し
か
に
存
在
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
」
と
い
う
事
実
は
一
般
の
人
に
よ
り
身
近
な
世
の
中
に
な
り
、
宗
教
の
教
え
が
見

直
さ
れ
や
す
い
時
代
で
も
あ
る
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
（
二
〇
〇
九
ａ
）
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
八
年
に
比
べ
て
、「
仏
教
に
対
す
る
親
し
み
」
で
は
親
し
み
が
あ
る

と
回
答
し
た
人
は
四
九
％
〜
六
五
％
に
増
加
し
て
お
り
、「
宗
教
を
信
仰
し
て
い
る
人
」
も
一
六
歳
か
ら
三
九
歳
ま
で
の
年
齢
層
の
女
性

の
間
で
約
十
％
ほ
ど
増
加
し
た
。
た
し
か
に
ご
朱
印
ブ
ー
ム
で
お
寺
に
来
ら
れ
る
方
も
若
い
女
性
が
一
人
で
く
る
場
合
も
多
い
。
つ
ま
り
、

「
三
離
れ
」
の
問
題
で
見
る
と
「
宗
教
」
は
確
か
に
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
う
し
た
宗
教
意
識
そ
の
も
の
を
見
て
み
る
と
、
二
〇

〇
〇
年
代
に
比
べ
て
二
〇
一
〇
年
代
は
仏
教
に
も
明
る
い
兆
し
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
微
か
で
は
あ
る
が
こ
の
追
い
風
の
中
で
、
い
か

に
未
信
徒
を
教
化
で
き
る
の
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

Ⅵ
　
ま
と
め

　
今
回
は
現
代
人
の
宗
教
行
動
と
宗
教
意
識
に
つ
い
て
、
筆
者
の
研
究
論
文
と
い
く
つ
か
の
世
論
調
査
を
元
に
、
現
代
人
の
宗
教
意
識
の
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時
代
別
、
年
代
別
、
性
別
の
変
化
に
つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
、
布
教
教
化
の
あ
り
方
を
考
察
し
た
。「
宗
教
意
識
」
を
簡
単
に
見
た
だ
け

で
も
年
代
や
性
別
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
、
変
化
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
布

教
教
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
最
後
に
ま
と
め
る
。

　「
三
離
れ
」
と
い
う
問
題
の
中
で
、
伝
統
仏
教
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
た
し
か
に
厳
し
い
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所

（
二
〇
〇
九
ａ
）
よ
り
一
九
九
八
年
と
二
〇
〇
八
年
を
比
較
す
る
と
、
全
年
代
と
も
に
「
死
後
の
世
界
」
は
や
や
増
加
し
て
い
る
傾
向
や

藤
山
（
二
〇
一
四
）
は
一
九
八
五
年
か
ら
一
九
九
五
年
に
か
け
て
起
こ
っ
た
死
後
の
世
界
ブ
ー
ム
が
再
び
訪
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
比
べ
て
二
〇
一
〇
年
代
は
「
死
後
の
世
界
」、「
見
え
な
い
世
界
」「
宗
教
の
教
え
」
な
ど
の
関
心
が

増
え
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
年
代
差
で
見
る
と
、
高
齢
者
に
比
べ
て
若
者
が
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
「
見
え
な
い

世
界
」
を
信
じ
て
る
傾
向
が
強
く
、
特
に
二
十
代
〜
四
十
代
の
女
性
が
こ
の
傾
向
が
強
い
。
そ
し
て
、
彼
女
た
ち
の
方
が
「
宗
教
の
教

え
」
や
「
仏
教
」
に
対
し
て
好
感
度
を
持
っ
て
い
る
人
の
割
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
女
性
た
ち

の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
ど
う
援
助
で
き
る
の
か
が
こ
れ
か
ら
の
未
信
徒
教
化
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
ま
た
、「
死
後
の
世
界
」
に
対
す
る
考
え
は
比
較
的
早
い
時
期
か
ら
必
要
に
な
る
。「
心
の
理
論
」
の
発
達
か
ら
見
れ
ば
、
三
〜
五
歳
の

幼
児
期
に
は
「
心
の
理
論
」
に
よ
っ
て
死
の
概
念
が
分
か
り
始
め
、
徐
々
に
発
達
し
て
い
く
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
に
中
学
生
の
時

期
に
は
自
己
概
念
に
大
き
な
混
乱
が
起
こ
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
と
き
に
霊
や
死
後
の
世
界
と
い
っ
た
も
の
に
興
味
が
起
き
や
す
い
時
期

で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
比
較
的
早
い
発
達
段
階
か
ら
私
た
ち
は
「
死
」
と
向
き
合
う
た
め
の
知
識
を
求
め
ら
れ
る
が
、
学
校
教
育
で
は

「
死
」
に
つ
い
て
教
え
な
い
し
、
地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
が
教
え
る
こ
と
も
な
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
う
し
た
知
識
を
自
然
に
大
人

が
子
ど
も
に
伝
え
る
し
く
み
は
崩
壊
し
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
死
後
の
世
界
」
な
ど
「
見
え
な
い
世
界
」
に
つ
い
て
は
宗
教
者
が
話

す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
宗
教
者
の
強
み
で
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
統
計
数
理
研
究
所
（
二
〇
一
四
）
の
「
宗
教
か
科
学
か
」
で
宗
教
も
科
学
も
大
切
な
時
代
と
考
え
る
一
方
で
、「
宗
教
」
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に
も
「
科
学
」
に
も
期
待
し
て
い
な
い
人
は
増
え
て
い
る
現
状
が
あ
る
。
ま
た
、
若
者
の
「
伝
統
仏
教
」
に
対
す
る
抵
抗
感
が
強
い
こ
と

も
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
現
代
人
が
「
宗
教
は
よ
く
知
ら
な
い
。
け
れ
ど
、
何
か
悪
い
も
の
」
と
い
う
外
面
を
見
て
い

る
だ
け
で
あ
り
、
こ
の
現
代
人
の
「
宗
教
に
対
す
る
無
知
」
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
一
般
の
人
に
「
宗
教
を
知
っ
て
も
ら
う

か
」
が
一
番
大
事
な
わ
け
で
あ
る
。

　
布
教
し
て
い
く
上
で
た
だ
が
む
し
ゃ
ら
に
布
教
を
す
る
の
で
は
な
く
、
相
手
を
知
り
、
相
手
が
何
を
求
め
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
は

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
研
究
の
研
鑽
は
私
た
ち
の
布
教
教
化
と
い
う
「
旅
路
」
に
お
い
て
「
地
図
」
と
な
っ
て
道
を
指

し
示
し
て
く
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。「
一
般
の
人
た
ち
が
何
を
考
え
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
そ
の

ニ
ー
ズ
に
対
し
て
う
ま
く
援
助
が
で
き
て
い
る
の
か
」。
そ
う
し
た
視
点
が
こ
れ
か
ら
の
教
化
学
に
必
要
で
あ
ろ
う
。
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